すり こぎ 

であろうが 摺子 木で あろうが、 それが 純粋な 猿 ゃ摺子 

木と して 取扱 われて いる 間 は 漫画の 領域に 這 入り 得な 

いように 思われる。 次に その 対象の 見方お よび 取扱い 

の 上に 如何なる 特徴が あるかと 考えて みると、 その 対 

象の 形態 的ない し 心理的の 現象の 中で ある 特別な 部分 

を 抽象して その 部分 を 誇大し あるいは 挙 楊して 表示す 

ると いうの がー つの 顕著な 点で ある。 例えば 鼻の 大き 

い 人の 鼻 を 普通の 計測 的の 大きさの 比 以上に 廓 大して 

描いたり、 喜 怒の 感情の 発現 を 誇張した 身振りで示す 

がごと き は、 最も 月並な 慣用 手段で ある。 もう 少し 進 

ん だのに なると、 鼻 や 小鼻の 曲線の ある デリ ケ — ， r な 



抑揚 をつ かまえて、 これ を 少し ァク センチ ユエ ） ^す 

る 事に よって 効果 を 挙げ、 あるいは 手足の 機微な 位置 

によって 複雑な 感情 を 暗示す る もの も ある。 猿が 馬に 

乗って いるに しても その 姿勢な リ 態度な りが、 乗馬 者 

の ある 特異な、 しかし 言葉で は 云い 表わせない 点 を 巧 

みに 表わす 事に よって、 漫画と しての 価値が きまる よ 

うに 思う。 

以上の ような もの は、 私の 考えて いる 漫画の 中で 最 

も 純粋な ものである。 そうして この種の 漫画に よって 

表現され た 人間の 形態 並びに 精神的の 特徴 は、 一 方に 

おいて 特異な ものであると 同時に 他方で は その 特徴 を 



れらの 点に おける 両者の 精神 作用の 差違 はあって も 僅 

少な ものである。 

漫画の 目的と すると ころ はや はり 一 種の 真で ある。 

必ずしも 直接な 狭義 の 美で はない。 ただ それが 真で あ 

る ことによって、 そこに 間接な 広義の 美が 現われる よ 

うに 思う。 科学の 目的 もた だ 「真」 である。 そして 科 

学者に とって は それが 同時に 「美」 であり 得る。 

漫画が 実物に 似て いないに かかわらず 真の 表現で あ 

ると いう 事 は、 科学 上の 真と いう ものに 対する 多数の 

人々 の 誤解 をと くた めに 適切な 例で あるよう に 見える _ 

漫画が 実物と 似ない 点に おいて 正に 実物 自身よりも 実 



た 無限 項の 和と しての 積分 は 渾然たる 一 つの 定まった 

極限値 を 有する 「真の」 一 面と 考える に 不都合が ある 

だろう か。 

科学 上 の 真 を 言明す るた め に 使用す る 言語 や 記号 は 

純化され 洗煉され て、 それぞれ 明確な 意味 を もってい 

る。 換言すれば 有限な 数の 言語で 説明し 尽 さるべ き 性 

質 の 概念 である。 漫画家 の 言語た る 線 や 点 や 色 は ， J れ 

コンチ ニゥム 

に反して 多 次 的な 無限の 「連続」 を 形成す る もので 

ある。 それで 漫画家 は 言語で は 到底 表わす 事の 出来な 

い 観念の 表現 をす るた めの 利器 を 持って いる。 その 利 

器の 使い方の 巧拙 は その 画家の 技能 を 評価す る 目標の 



に は 困難 を 感じさせられる。 その 感じ はちよ うどおめ 

でたい 新聞 小説と 恐ろしい 罪悪 を 主題と した 傑作と を 

読み 比べる 時の それと よく 似た ものである。 

私 は 鳥 羽 僧正の 戯画 を 見る 時に、 そこに 描かれた 動 

物の 群から 人間の 痴愚 を さしつ けれれ る。 北 斎 漫画 を 

見る 時に 封建時代の 社会の 不思議な 心理 を 教えられる。 

ホガ— スゃド —ミエ— から は 享楽の 影に 潜む 恐ろし さ 

を 味わわされる。 ハインリヒ • クライの 怪奇 画から は 

文明の 背後に 隠れた 災厄の 悪魔の 呼吸 を 感じさせられ 

る。 バンベリ ー の 「新兵」 の 絵 を 見て いれば 可笑しい 

より は 泣きた くなる。 ジ ヤン. ヴ ェヴェ ー の 「銭 投げ」 



思われる。 ただ 落語 や 川柳に は 低級な あるいは 卑猥な 

分子が 多い ように 思われて ぉリ、 また 実際そう である 

の は、 これらの ものの 作者が 従来 精神的 素養の 乏しい 

階級に 属して いた ためにそう なった ので、 それ は 必ず 

しも 必然な 本質的な 理由 あっての 事で はない という 事 

は、 ほとんど 自明 的な 事と 思われる。 そうでなかった 

らュ— モア ー という ものが 美学の 対象な どに なりよう 

はない。 しかし そのような 問題 はこ こに 云うべき 範囲 

外で ある。 ただ 落語 や 川柳 に も 前述の) J とき 意味の 科 

学 的 要素 を 中心として 発展し 得べき 領域の ある 事 を こ 

の 機会 に 注意し てお きたいと 思う ので ある。 



(大正 十 年 三月 『電気と 文芸』) 
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